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　アウェアネスとは，ネットワークにつながれている他者の存在や行動に「気づく」こ
とである。アウェアネスを活用すれば，「在席・不在，いま忙しい」といった相手の状
態が一目で確認できるため，ユーザはより適切なコミュニケーション手段を選択するこ
とができる。またテキストは機械可読性をもつため，WWWや検索といった既存の情報
処理技術と連携して容易にコミュニケーションの付加価値を高めることができる。
　本稿では，アウェアネスとテキスト通信をベースにした新しいコミュニケーションシ
ステム「インターネットコミュニケータ」のコンセプト，主な機能，提案するサービス
などについて解説する。
　なお，インターネットコミュニケータのサーバのβ版（CHOCOS）は，富士通のWWW
サイトで公開しており自由にダウンロードが可能である。
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Abstract

インターネットコミュニケータ
�－アウェアネスとテキスト通信をベースにした新しい
コミュニケーションシステム －

This paper describes the concept, major functions, and proposed services of Internet
Communicator, which is a new communication system based on awareness and text messaging.
The term “awareness” in the context of groupware means to be aware of the existence and
activities of other persons connected through networks.  The awareness function enables you
to easily find out whether a person at a remote terminal is present （online）, absent （offline）, or
busy.  You can then select an appropriate method to communicate with that person.
Communication with text data, which can easily be read and processed by a computer system,
can easily be combined with current information processing technologies such as the WWW
and database searches, thereby adding more value to communication systems.
A beta version of the Internet Communicator server （CHOCOS） can be freely downloaded

from Fujitsu’s web site.
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ま　え　が　き

　電話というコミュニケーションメディアが出現してか

ら120年，その使い方は用件を伝えるだけでなく気持ちを

伝えるメディアとしても利用されるようになってきた。

その一方で，電話の呼び出し方にはさほどの変化が見ら

れない。仕事のアポイントメントであれ，友人へのご機

嫌伺いであれ，「まず相手を呼び出してみる」という作法

は昔のままである。都合よく相手がいればよいが，いな

ければこちらの時間も無駄になるし，取り次いでくれた

先方にも迷惑がかかる。このように，とにかくいったん

呼び出してみるというのが今の電話の作法である。

　今回提案するインターネットコミュニケータでは，ま

ず相手の状態を確かめてから呼び出すことができる。こ

の意味でコミュニケーションの新しい作法を示唆する通

信メディアであると考えられる。相手の状態が分かる理

由は，パケット通信の常時接続により相手の状態を常に
(1)モニタすることができるためである。

　このような通信相手の状態の確認はアウェアネス

（Awareness）と呼ばれ，1990年前後からオフィス内でのグ

ループワークの活性化を目的として盛んに研究が行われ
(2)てきた。アウェアネスを使った実用サービスとしては，

現在2,000万人以上の登録ユーザがいるとされるICQ

（http://www.icq.com/）が有名である。このようなサービ

スは，当初はチャット（ネットワークを使ったおしゃべ

り）やオンラインゲームの仲間探しのために使われてきた

が，最近ではビジネスシーンでの待ち合わせサービスと

しても注目を集めている。

　富士通研究所でも，アウェアネスが新しいコミュニ

ケーションの作法を示唆している点に着目し研究を進め
(3)てきた。本稿ではこのアウェアネスと，新しいトレンド

になりつつあるテキスト通信の特徴を生かしたコミュニ

ケーションシステム「インターネットコミュニケータ」に

ついて紹介する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○サービスの特徴

　本システムの利用シーンを図-１に示す。本システムは，

ネットワークの先にいる相手の「いまの状況」を確認しな

がらコミュニケーションできる点が特徴である。このた

め，離れた場所にいる人同士でも，あたかも同じ部屋で

一緒に仕事をしているような効果を得ることができる。

これを筆者らは「場の共有」と呼んでいる。

　本システムの画面例を図-２に示す。画面の左半分に同

一チャネルにログインしている参加者の今の状態がアイ

コン表示されている。チャネルとは一種の会議室のよう

なもので，利用者が自分の状態（在席・不在，いま忙しい

といった状態）を設定すると，その状態がほかの参加者に

リアルタイムに通知され，相手の画面上のアイコンに反

図-1　インターネットコミュニケータの利用シーン
Fig.1-Typical usage of Internet Communicator.
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映される。このため一目で相手の状態を確認することが

できる。

　同時にこのシステムでは，情報をリアルタイムに流通

させることができる。同図の画面の右半分に，このチャ

ネルにログインしている参加者の発言が時系列に表示さ

れている。グループ内の議論や質問・回答，部内通達，

最新の製品情報，ソフト開発の緊急バグ情報など，メー

ルではできないリアルタイムな情報共有が可能である。

さらに，発言の代わりにURL（Uniform Resource Locator）

を流すことによって，全員のブラウザに同じ画面を表示

したり，相手のアイコン上にファイルをドラッグ&ド

ロップすることによって即座にファイルを転送したりで

きる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○システム仕様

●　主な機能

　以下に本システムの主な機能を列挙する。

（1）　アウェアネス

　相手の在席・不在，出張，ビジーなどの状態をアイコ

ンで表示する。

（2）　インスタントメッセージ（チャット）

　リアルタイムに一言メッセージを伝える。

（3）　WWW連携

　今見ているブラウザの内容をワンタッチで相手のブラ

ウザに表示する。

（4）　簡単ファイル転送

　通信したい相手のアイコンにファイルをドラッグ&ド

ロップすることで簡単にファイルを転送する。

（5）　インターネット電話連携

　ダイアルすることなく，ワンタッチで電話をかけるこ

とができる。

（6）　エージェント連携機能

　エージェントと呼ばれるソフトウェアロボットがサー

バに常駐してサービスを提供する。エージェントには，

WWW検索を支援する検索支援エージェント，出張など

で不在の利用者の代わりにファイルを受け取るファイル

預かりエージェント，チャネル内の会話をログする会話

ログエージェント，メッセージをモバイル端末などに仲

介転送する伝言エージェントなどがある。

●　サーバの特徴

　本システムの構成を図-３に示す。独自開発のJava版IRC

コアを中心としたクライアント・サーバ型のシステム

で，以下のような特徴がある。

（1）　マルチプラットフォーム

　サーバソフトをJava（JDK1.1.6）で記述したことにより，

Windows95/98/NTおよびUNIX（Solaris2.5.1以降）など

種々のプラットフォーム上で動作する。今後Linux，

FreeBSDにも対応予定である。

（2）　IRC標準プロトコル準拠

　インターネット標準のIRC（Internet Relay Chat）プロト

コルに準拠しているため，フリー版のircサーバ（ircd）と

の相互運用が可能である。

（3）　ユーザ認証

　イントラネットやエクストラネット内の業務でも安心し

図-2　インターネットコミュニケータの画面例
Fig.2-Screen shot of Chocolat.
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て利用できるように，認証用LDAP（Light-weight Directory

Access Protocol）サーバと連携した個人認証機能を装備

することで「なりすまし」を防止することができる

（CHOCOS専用クライアントが必要）。

（4）　メッセージ暗号化

　クライアント間で交換されるメッセージを暗号化する

ことにより，当事者以外へのメッセージの漏洩を防ぐこ

とができる（CHOCOS専用クライアントが必要）。

（5）　サーブレットによるカストマイズ

　サーブレットと呼ばれるソフトをプラグインすること

によって，サーバ機能の拡張とカストマイズが可能であ

る。伝言エージェントや検索エージェントもこの機能を

使って実現されている。

（6）　各種運用管理支援機能の充実

　利用者のアカウント申請やチャネルの新規登録などが

WEBブラウザから設定できる。

●　サーバの性能

　サーバの性能は１サーバあたり約1,000同時ログイン

ユーザがサポートでき，サーバを相互接続することで約

５万ユーザまでの同時通信がサポートできる。

●　本システムの応用

　インターネットコミュニケータは，在席確認，ちょっ

とした伝言，ファイル転送，ブラウザでの情報共有，ワ

ンタッチでのインターネット電話連携に加え，利用者認

証やメッセージの暗号化が特徴である。このため，イン

トラネットだけでなく，エクストラネットを使った企業

連絡，遠隔会議，ソフト共同開発，ヘルプデスク，遠隔

教育などへの応用が可能である。また，コンシューマ向

けには親しい友人など小グループ間での状態確認，簡単

メッセージングやチャット用ツールとしての応用が考え

られる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○考　　　察

●　テキスト通信の意味と「情報電話」

　テキスト通信というと，一見時代に逆行している印象

を与えるかも知れない。しかし，文字のように記号化さ

れた情報によるコミュニケーションは，音声や動画など

の生情報によるコミュニケーションとは異なるものであ

る。記号化されたメッセージは「人間に理解できるだけ

でなくコンピュータにも理解できる」点が大きく異なる。

このため，人とコンピュータとを結びつけることがかな

り容易になる。例えば，本システム内のソフトウェアロ

ボットも，プログラムではあってもコミュニティの一員

であり，ほかの利用者と同じ仕組みでメッセージを受け

取り，検索や伝言といった機能を果たしている。

　このように，文字であれば人のコミュニティの中にコ

図-3　システム構成
Fig.3-Service system configuration.
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ンピュータを介在させ比較的容易にコミュニケーション

の付加価値を高めることができる。さらに，昨今注目を

浴びているXML（eXtensible Markup Language）技術(4)を援

用すれば，情報を構造化し，タグによってその意味を自

己記述しておくことができる。このため，情報を受け

取ったほかのコンピュータに，その文脈や意味を正確に
(5)伝えることができる。

　著者らの主張する「情報電話」というコンセプトは，ま

さにこの「コンピュータ処理を介在させることのできる

電話」という意味を込めており，機械可読性をもち，かつ

人間可読性をもつ文字というメディアを使ったコミュニ

ケーションの有効性を提案するものである。

●　不特定多数と特定少数

　本システムのカバーするサービス範囲を図-４に示す。

通常の電話は，ユニバーサルサービス(6)の「あまねく公平

原則」からも推察できるように，不特定多数とのコミュニ

ケーションを想定した通信メディアである。一方，今回

提案するインターネットコミュニケータは，「特定の相

手といつもつながっていたい」という要求を満たす通信メ

ディアである。頻繁な情報交換が必要な共同プロジェク

ト内，友人や家族など，特定の小グループの中での密な

コミュニケーションを支援する通信メディアと位置づけ

ることができる。

　このような「広く浅く」指向型のサービスに対する「狭

く深く」指向型のサービスは，ブラウザ型の情報サービス

では徐々に始まっている。例えば，自分の持っている特

定銘柄の株価（特定少数）を常にフォローして教えてくれ

るようなサービスがこれに相当する。この流れはブラウ

ザ型だけでなく，コミュニケータ型においても起こると

いうのが図-４の意味である。

　これら２種類のサービスは本来相互補完的な関係にあ

るが，現在主流となっている電話やWWWなど不特定多

数指向型のサービスに加えて，今後は本システムのよう

な特定少数指向型のサービスも注目を集めるものと考え

ている。

●　自己開示とエチケット

　ネットワークは相手の顔が見えないとよく言われる

が，その理由はネットワークの先にいる他者に自分の存

在を知らせるメカニズムやポリシーがまだ確立していな

いためである。アウェアネスはこういったメカニズムの

一つであるが，これが一般化すれば現在の電話のかけ方

の作法が根本的に変わる可能性がある。いきなり電話を

かけるのではなく，いったん相手の状態を確認してから

呼び出すのがエチケットになるかも知れない。

　このような通信相手の状態を交換するための標準プロト

コルに関する議論は，例えば，IETF（Internet Engineering

Task Force）のPIP（Presence Information Protocol）(7)として

議論されており（1999年２月からIMPP：Instant Message

and Presence Protocolと改名），富士通研究所もWGの共

同議長として参加している。また，通信相手を特定した

後に適切なコミュニケーション手段を選択するための調

停プロトコルに関しては，富士通研究所が独自にIDIP

（IDentity Infrastructure Protocol）としてIETFに提案を
(8)行っている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○む　　す　　び

　本稿では，富士通研究所で開発中の新しいコミュニ

ケーションメディア「インターネットコミュニケータ」の

コンセプト，およびシステムの特徴と仕様などについて

解説した。とくに，アウェアネスを活用することによっ

て現在の電話のかけ方の作法を根本的に変える可能性を

もっていること，テキスト通信をベースにしたことに

よって既存の情報システムとの連携動作が容易であるこ

とを述べた。

　本システムの素材となったCHOCOAクライアント(9)と

CHOCOSサーバ(10)はそれぞれ富士通のWWWサイトで公

開を行っている。CHOCOAはフリー配布であるが，

CHOCOAをベースとしたCHOCOS専用クライアント（未

公開）およびCHOCOSは1999年の上半期に製品化を行う

予定である。当初は先進的な企業内でのグループコミュ

ニケーションサービスや，ISPなどでのチャットサービス

への利用を想定している。

　著者らは，本システムが従来の電話とうまく連携・補

完しながら「作法を含めた新しい電話」の方向性を示す

きっかけになるものと期待しており，関係者のご意見を

反映してぜひ新しいタイプのコミュニケーションメディ

アとして普及させたいと考えている。皆様の忌憚のない

ご意見をお待ちする次第である。

図-4　不特定多数と特定少数
Fig.4-Service area of Internet Communicator.
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